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昨年（2008 年）は京都議定書約束期間の初年度で、地球温暖化防止に関す
る議論が活発化し、各種法律も改正されてきています。ＣＯ２削減 15%が国の
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商号： 新潟原動機株式会社    NIIGATA POWER SYSTEMS CO., LTD. 
設立： ２００３年２月３日(平成１５年) 
沿革： １９１０年（明治４３年） 株式会社新潟鐵工所創立 

１９１９年（大正８年）  日本初の舶用ディーゼルエンゴヅ鱓 五郎

 
従業員数： ９７２名 
工場数： ４工場 （太田、新潟内燃機、新潟鋳造、新潟ガスタービン） 
支店・営業所： １６ヶ所 
海外事務所現地法人： ４ヶ所 
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環境目標 

環境基本方針に基づき、生産部門においては生産活動における省エネや工数低減を主体に、

原単位当たりＣＯ２－３％削減を環境目標に活動を展開しています。 



鋳  造 

工場における環境影響の全体像 

総エネルギー量 

：9,0８６ｋｌ 

電気：５,８８８ｋｌ 

燃料：３,１９８ｋｌ 

 （原油換算） 

金属材料 

（鉄・アルミ等） 

非金属材料 

（樹脂・塗料） 
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02 , 0 0 0

4 , 0 0 0 6 , 0 0 0

8 , 0 0 0 1 0 , 0 0 0 2 0 0 3 2 0 0 4 2 0 0 5 2 0 0 6 2 0 0 7 2 0 0 8 総エネ

ルギ

用量

油換算01 0 , 0 0 0

2 0 , 0 0 0 3 0 , 0 0 0

4 0 , 0 0 0 5 0 , 0 0 0 総生

産額

(百万円)

4 , 0 0 0
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1,164 2,306 7,095,760 
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事例：鋳造工場の効率的電気炉操業 

 
鋳造工場は電気炉を使用している関係上、他の４工場に対しエネルギーの使用量は断然トップ

を占めていることから、積極的なエネルギー削減・効率改善に取り組んでいます。 
昨年度の価格高騰に伴うスクラップの入手難に際しては、低融点材(銑鉄)の混合割合を変えて

品質を維持したまま使用電力量を下げる事ができました。 
現在は、いったん温めた炉を冷さないような操業の検討を行っています。炉が冷えているスタ

ート溶解では、
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事例：廃棄物のリサイクル活動 

 
2008年度のリサイクル率として、ガスタービン工場が９９％を達成しました。 
2005年に廃棄物削減委員会を立ち上げてから、まず分別による廃棄物の有価物化・高付加価値
化に取り組み、環境管理費用との収支を釣り合うまでに改善しました。その後、試行錯誤を繰り

返して、何とかリサイクルできる所を見つける事ができ、今回の達成となりました。 
こげ 棰奭𠀋化量 ｔ 1,433 849 147 969 397

リサイクル率 ％ 92 97 99 83 92 

 

 

 

「全工場」における廃棄物バランス図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不要物 
総発生量 
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ネ㎈ 2007 年に超音波洗浄
器を導入しました。しかし、その後の燃料噴射ポンプ生産量増加のため、超音波洗浄器の効果を出

せないまま、未だ小物部品の組立前脱脂の目的で HCFC141bの使用量を継続しており、減少させる
ことができませんでした。 
但し、この代替フロンは約１年以内(2010年)で全廃になる予定の物で、HCFC141bに代わる洗浄

液への変更と、超音波洗浄器の増設で対応を図る予定で、代替品の調査を進めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物 :協 :

ＣＡＳ番号 化学物質名 取扱量 
大気 

排出量 

水域 

排出量 
移動量 

化学物質管理（ＰＲＴＲ法）
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本社・辰巳オフィス・支店・営業所は、各事務所管理会社の環境管理体制に応じた取組み

を行っています。 
 
◆２００８年者
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（１）工場の２００８年度環境目標の達成状況 
   

各工場での生産効率化活動による結果、目標値をクリアーしました。ガスタービン工場の増

加については、新型ガスタービンの開発に伴い消費した試験用燃料によるものです工拾 標
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当社は社会の一員として、工場周辺地域や社会と共生し、ともに繁栄していくことが大切

であると認識して、日々生産を続けています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新入社員に対する環境教育 



1974  低公害 “NCCS (Niigata Clean Combustion System)” 型機関開発

1976  水エマルジョン燃料
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（２）
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   事業所所在地    
 
本 社 〒104-0028 東京都中央区八重洲2-9-7 （石興ビル） 




